
工事費拡充及び精密診断法による設計料の補助等の対応は、県下

市町村での取り扱いは違います。

具体的な対応は各市町村へ問い合わせください。

固定資産税・所得税の取り扱いについても同様です。
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豊橋市の耐震化に向けた取組

2025年度（令和７年度）豊橋市木造住宅耐震補強工事補助額

〇 判定値を０．３以上加算し、１．０以上にする耐震改修工事

耐震改修工事費に対して上限１００万円（工事費の８０％）

〇 段階的耐震改修工事

１段階目・・・限度額６０万円 ２段階目・・・限度額４０万円

その他、無料耐震診断を受けた住宅に対し

シェルター整備補助金（上限３０万円）整備に要する費用

住宅解体補助金（上限３０万円）工事費の２３％の額

豊橋市の耐震診断を

受けたみなさんへ
耐震改修をお考えの方に朗報です。

「愛知県建築地震災害軽減システム研究協議会」
(愛知県、名古屋市、名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科大学、建築

関係団体等で構成)では、安価な耐震改修工法の開発や新工法の

評価をしています。この工法を採用することで従前での

耐震改修と比べ相当安価に抑えることが可能です。

豊橋市連携「あいちN倍プロジェクト」においても安価な耐震改修工法を
推奨しています。「一般診断法」ではなく「詳細診断法」「精密診断法」を
活用し、より制度を上げコストを抑えましょう！

解体工事については診断を受けなくても令和７年度より可能になりました、詳しくは担当課へ問合せてください


